
解 

説 

 

① 

読
み
…
お
て
も
と 

漢
字
…
御
手
茂
登 

【
解
説
】
私
達
が
現
在
使
用
し
て
い
る
ひ
ら
が
な
は
全
て
漢
字
に
由
来
し
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
は

現
在
と
違
い
、
ひ
ら
が
な
も
漢
字
で
表
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
字
を
「
変
体
仮
名
」

と
い
い
、
一
つ
の
仮
名
に
つ
き
数
種
類
の
漢
字
が
該
当
し
ま
す
。 

 
 
 
 

例
え
ば
「
て
」
を
表
せ
る
の
は
「
手
」
の
ほ
か
「
天
」「
亭
」「
帝
」「
傳
」「
弖
」
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
我
々
の
ご
先
祖
さ
ま
の
教
養
の
高
さ
に
は
驚
か
さ
れ
ま
す
ね
。 

 

② 

読
み
…
お
た
を
る 

漢
字
…
御
多
越
留 

【
解
説
】「
お
」

は
①

と
同
字
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
か
？ 
現
在
の
か
な
「
る
」

は
「
留
」
が
元
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
様
に
現
在
の
仮
名
の
由
来
と
な
っ
た
漢
字
を

「
字
母
」
と
い
い
ま
す
。 

 

③ 

読
み
…
き
そ
ば 

漢
字
…
生
楚
者 

【
解
説
】
現
在
の
漢
字
「
蕎
麦
」
と
は
違
う
漢
字
で
す
ね
。
こ
れ
は
仮
名
（
変
体
仮
名
）
表
記
に
し

て
あ
る
か
ら
で
す
。 

  



④ 
く
ず
桜 

【
解
説
】
「
く
」

の
頭
に
飾
り
が
つ
い
て
い
ま
す
ね
。
こ
れ
は
「
く
」
の
字
母
で
あ
る
「
久
」

の
字
の
名
残
で
す
。
「
す
」
は
「
寸
」
が
元
に
な
っ
て
い
ま
す
。
「
桜
」

は
読
め
ま

し
た
か
？ 
木
扁

は
手
扁
の
様
に
、
旁
の
「
女
」

は
「
あ
」
の
様
に
見
え
ま
す

ね
。 

 

⑤ 

新
月 

【
解
説
】
「
新
」
の
旁
「
斤
」

が
く
ず
れ
る
と
「
ち
」
の
様
に
な
り
ま
す
。 

 

⑥ 

御
膳 

蕎
麦
処 

【
解
説
】「
御
」

は
①
②
と
同
字
で
す
。「
麦
」

が
読
め
る
と
「
蕎
麦
」
が
予
想
で
き
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
「
処
」
は
現
在
の
常
用
漢
字
と
違
い
「
處
」
と
表
さ
れ
ま
す
。

古
文
書
で
は
、
仮
名
同
様
漢
字
も
現
在
と
は
違
う
形
の
字
（
異
体
字
）
が
使
わ
れ
る
こ
と

が
よ
く
あ
り
ま
す
。
（
※
「
異
体
字
一
覧
表
」
参
照
） 

  
   

   
   

   
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

撮
影
協
力
店 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

・
小
平
市
た
か
の
台
「
新
月
」
さ
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

・
小
平
市
学
園
東
町
「
青
柳
」
さ
ん 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

小
平
市
立
図
書
館
で
は
、
古
文
書
入
門
書
を
数
多
く
所
蔵
し
て
い
ま
す
。 

こ
ち
ら
の
講
座
と
併
せ
て
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 
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